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三冠馬の走り方について

はじめに

私たちは
“
空を飛んで走る

"と
いわれた三冠馬デイーブイン

パクト号の走行フオームを、CI競 走に出定するたびに解析し、

競走馬が速くたるために必要な要素について検Hlしてきました

(図1)。その結果、抗走馬が込くたるためには、ピッチと

ストライドの両方が重要であること、ピッチ重視またはストライド

重視、それぞれのタイプの馬がt るヽこと、ストライドを仲ばすた

めには体を伸ばして走る必要があることなどが分かってきまし

た。それから6年後、新たな二冠馬オルフェーヴル号が誕生

しました。そこ

で、近年に誕生

した2頭の=冠

馬のたり方を比

較し、両馬のた

り方の特徴に共

通する点または

異なる点をみて

みました。

走行 フォ
ームの解析

二冠日の競たとなる菊花賞 (京都競馬場)をllll析しました。

ゴール手前100m地 点に設置した高速度ビデオカメラにより、

1秒問に250コマの間隔で、側方から一完歩分のた行フォー

ムを撮影して解析を行いました (図2)。時間は1000分の4秒

ごとに記録されるビデオのコマ数を利用して計算しました。長

さは馬場内の複数の地点で基準となる長さの作を撮影して換

算しました。解析した項目は、ビッチぉょびストライドの長さ、

着地時の後肢問距離、手前後肢―反手前前肢問'E離、前

川え問距離および空中を移動した距閉ことしました。また、 rt川=

の若地および出にすしのタイミングについても解析しました。

ピッチおよびス トライ ド

2005年および2011年の菊花賞はともによ馬場の状態で行

われました。また、データ測定が可能であった出定馬の両競

走における平均速度は、581 km/時および576 km/時であ

り、ほぼ同じ速さでしたeゴ ール前のた行と度は、レースの

展開や馬場状態によって左右されますが、平均速度力斗よほ同

じであったことから両城たとも同じような状況で走っていたと考

えられます。

この時の走行速度は、デイープインパクト号が640 km/時、

オルフェーヴル号は627 km/時であり、両馬ともに他馬よりも

速くたっていました (図3左)。ピッテはデイープインパクト号が

2呑口に多い236同 /秒、オルフェーヴル号は1番多い238

回/秒でした (図3中)。ストライドの長さは、デイーブインパク

ト号が1番長い754m、 オルフェーブル号は6希目に長い732

mで した (図3右 )。

これらのことから、両馬はほぼ同様の速度で走行していた

にも関わらず、ディーブインパクトサのストライドの長さはオル

フェーヴル号よりも長く、オルフェーヴル号はピッチを上1デること

によって、ディーブインパクト号と同じくらいの速度を出していた

ことが分かりました。ディーブインパクト」については、菊イ̀賞
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図2 解 析に使用した高速度ビデオ画像
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四肢の着地時間

四肢の着地時間では、デイーブインパクト号の前後肢 (反

手前一手前後肢)または手前後肢―反手前前枝が、同時に

ルフューヴル号のたり方がデイープインパクト号と異なり、ピッチ

を上げるたり方をしていたことが関係するのかもしれません。

また、手前前肢が離地した後、反手前後肢が着地するま

での空中にいる時間は、デイーブインパクト号では平均値に比

較して短く、オルフェーヴ1/ケも同じように短いという結果でし

た。空中にいる時間が長くなると責心の上下動が大きくなり、

たる効率が低下すると考えられます。ヒトのハードル競技での

ハードル飛越と同じように、できるだけ高く飛ばずに走ることが

速く走るための秘訣と考えられます。

四肢間の着地距離

四版間の着地距離をみますと (図6)、ディープインパクト号

は手前後肢―反手前前肢間距llLが平均値と比較して長くなっ

ていました。オルフューヴル号も同じように、手前後肢―反手

前前肢問距離が平均値と比較して長くなっていました。手前

後肢―反手前前肢間,「離は走行速度と関連があり、速く走る

ためにはこの'E離を長くしてストライドを伸ばしていると考えられ

ます。また、この距離を仲ばすためには股関節や腰を動かす

力が強いことが必要であると考えられます。また、後肢田,E

離はオルフェーヴル号では平均値よりも短くなっていました。こ

のために、オルフェーヴル号のストライドの長さは、ほぼ司じ速

度で走っていてもデイープインパクト号よりも4rJくなったと考えら

れます。しかし、両後肢を近くに着地させることにより、生み

速度(km/時 ) ビツチ (回/秒) ストライド長(m)

700 250 る0

650

600

550

500

450

400

350

2∞ 5年菊花賞出走馬 (◆)およびディーブインパクト号 (◆)

釣 11年菊花賞出走馬 (Э)およびオルフェーヴル号 (●)

図 3 ビ ッチおよびス トライ ドの長さ
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以外の良馬場における複数回の競定においてピッチを増加さ

せるよりも、ストライドの長さを伸ばして走行することが多いとの

結果が出ています。しかし、オルフェーヴル号は、今回のデー

タのみですが、ストライドの長さを仲ばすよりも、ビッチを増加

させて走っていたと考えられます。

着地している時間が少ない

ことが特徴としてみられまし

た (図4)。 同じように1973

年のアメリカ三冠馬セクレタ

リアト号でも、いずれかの

二肢が同時に着地している

時間が短かったことが報告

されているので、このこと

は速く走ることができる馬に

共通した特徴と考えられま

す。しかし、オルフェーヴ

ル号は平均値と比較して、

手前後肢―反手前前肢が

同時に着地している時阿は

短かったのですが、何後肢

(反手前一手前後肢)の

者地時間は他の出た馬と

ほぼ同じでした。これはオ
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図4 四 肢の着地時間および空中にいる時間
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出す推進力を増力,させて、速いビッチを作り出していたのかも

しれません。

また、空中を進んだ距離は、両馬ともに平均値よりも長くなっ

てV まヽした。空中を進んだ距離は、ストライドの長さの3分の1

程度を占めますが、この長さを伸ばすことは速い走行速度と

関連性がないことが、これまでのデータrlT析により分かってい

ます。しかし、空中にいる時間は、両馬ともに平均値よりも短かっ

たのですが、走行速度が最も速かったために、空中を進んだ

距離は平均値よりも長かったと考えられます。

終わりに

このように、デイープインパクト号についてはストライドの長さ

を仲ばして走ることが多く、オルフェーヴル号は菊花賞では、

ビッチを上げて走っていたことが分かりました。しかし、オル

フェーヴル号については、ダービーにおいて、もう一つの特徴

がみられました。オルフェーヴル号が出定したダービーは、不

良馬場で行われました (図6)。不良馬場では、着地してい

るPrがおそらく滑りやすくなることから、走行フォームは良馬場

と異なると考えられます。不良馬場では、通常はストライドの

長さを短くして、ピッチを優先させて走行する場合が多いと考

えられます。しかし、オルフェーヴル号は不良馬場においても、

ストライドの長さをさにど短くすることなく走っていました。このこ

とから考えると、オルフェーヴル号は着地したアシを滑らせるこ

となく走ることができる、または多少滑っても体のバランスを大き

く崩すことなく走ることができるのではないかと考えられます。

以上のように、ストライドを仲ばして滑らかに走るディーブイ

ンパクト号、良馬場でも不良馬場でも司じように走り、バランス

能力に富んだオルフェーヴル号、それぞれの特徴が分かりまし

た。今回の結果に見られるように、競定馬のベストの走り方と

いうものは1つではなく、速く走るために共通する部分はありま

すが、体型などに合わせてそれぞれの馬のベストなたり方力章

あるのではないかと考えられます。

図 6 ダービー制覇のオルフェーヴル号
ゴール直後の不良馬場を克服したオルフエーウル号

(高草 操氏 提供)
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只今、騎乗スタツフを募集中です。
条件等は下記までお気軽にお問い合わせ下さい。

(担当 :青 田,長浜)
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